
一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアム平成 25 年 3 月 4 日臨時総会次第 

 

日時：平成 25 年 3 月 4 日（月） 16 時 00 分～18 時 00 分 

場所：東京大学 生産技術研究所 D 棟 6 階 Dw601 会議室 

（東京都目黒区駒場４丁目６番１号） 

http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/access/access.html 

 

【１．定足数の確認・開会宣言】 

 

【２．審議事項】 

第１号 将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言(中間報告案)につい

て(資料１、補足資料) 

 

【３．その他】 

第１号 HPCI 利用促進活動状況について（資料２） 

第２号 前回総会後の HPCI コンソーシアムの主な活動について（資料３） 

第３号 会員の交替手続きについて（資料４） 

 

【４．閉会宣言】 
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【審議事項第１号】 

 

 

将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言(中間報告

案)について  

 

   標記の件、国に対して資料１のとおり提言を行いたい。 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年３月４日提出 

 

一般社団法人ＨＣＰＩコンソーシアム 

理事長 宇 川   彰 
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将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言 

－中間報告案－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年 月 日 

 

一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアム 
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はじめに 

 

「将来のスーパーコンピューティングのあり方」に関する基本方針の策定は、今後の計

算科学・計算機科学の振興に大きな影響を与えるものであり、その議論に計算科学技

術関連コミュニティの幅広い意見を反映させることの重要性は言うまでもない。 

 

このため、文部科学省においては、有識者による検討の場である「ＨＰＣＩ計画の推進

のあり方についての調査検討ワーキンググループ」を設置し、また、関係機関にフィージ

ビリティスタディである「将来のＨＰＣＩシステムのあり方の調査研究」による検討を進めて

いる。 

 

我が国の計算科学技術分野における主要なコミュニティである一般社団法人ＨＰＣＩコ

ンソーシアムにおいても、ＨＰＣＩシステムの構築、運用に資する将来のスーパーコンピュ

ーティングのあり方について、計算科学技術関連コミュニティの意見の収集・集約を平

成２４年７月から開始した。 

 

意見の収集・集約に当たっては、理化学研究所計算科学研究機構が文部科学省か

らの委託を受けて実施している、ＨＰＣＩコンソーシアムの運営に必要な「今後の運営の在

り方に関する調査検討」業務において設置された二つのワーキンググループ（※）（以下

総じて「ＡＩＣＳ ＷＧ」という。）と連携し、国におけるＨＰＣＩ計画の推進のあり方についての

調査検討や将来のＨＰＣＩシステムのあり方の調査研究等の状況も視野に入れつつ、多く

のコミュニティ関係者との意見交換などを行った。これらを通じ、今後の１０年間程度を

見据えた計算科学技術推進体制に関する考え方や我が国の計算科学技術を先導す

る次期システムのあり方などについて、意見を収集してきたところである。 

 

※「将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討ワーキンググループ」

及び「将来のスーパーコンピューティングの体制の在り方に関する調査検討ワーキング

グループ」。ＨＰＣＩコンソーシアムの会員や計算資源の利用に携わっている専門家を構

成員とする。 

 

本提言は、以上の経緯の下に、将来のスーパーコンピューティングの推進体制のあり

方や次期システムについて、ＨＰＣＩコンソーシアムにおけるこれまでの意見収集・集約結

果を中間報告案として取りまとめたものである。 

 

将来のスーパーコンピューティングのあり方については、今後、５月末を目途に検討内
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容の明確化を進めたうえで国に対する提言の中間報告として取りまとめる。さらに必要に

応じて詳細な検討を進め、平成２５年度中に提言の最終報告として取りまとめ、国に提

出する予定である。 
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１． 計算科学技術振興のための計算資源のあり方 

 

我が国における計算資源の利用環境は、特定高速電子計算機施設（共用施設）に

よる共用促進やＨＰＣＩ計画の推進により、より多様なユーザニーズに応える計算科学技

術推進体制への転換が行われた。このような変化に対応し、計算科学技術をさらに発

展させていくためには、オールジャパン体制による推進体制の構築を目指し、計算科学

技術関連コミュニティが中心となって、自律的な取組みを進めることが一層重要であ

る。 

 

我が国の計算科学技術の振興には、計算資源の維持・拡充によって様々なユーザ

ニーズに応えることが必要であり、計算資源利用を支えるネットワーク環境のもと、①多

様な計算資源の提供、②計算資源間の連携利用、③先進的な計算資源へのゲートウ

エイ機能の実現を図ることが重要と考える。 

 

このためには、我が国の計算科学技術を先導し世界トップレベルの性能（※１）を有す

るシステムを頂点に、大学の情報基盤センターや附置研究所・大学共同利用機関、独

立行政法人の計算センターといった大学や公的研究機関が整備するスーパーコンピュ

ータを第二階層とし、さらに研究室レベルのシステムが裾野を支えるピラミッド型の計算

資源構造による利用環境を実現すべきである。また、頂点に位置するシステムを一定

頻度で継続的に導入し、かつこのシステムを孤立させることなく、下の階層のシステムも

あわせた総体として幅広く計算科学技術関連コミュニティに提供することで、最大の

HPCI成果につなげることが必要である。 

 

頂点に立つシステムは世界トップレベルの演算能力を有するものであり、これによって

のみ実現可能な利用によって本来の目的である世界に誇れる成果を挙げていくことが

求められる。ピラミッド構造の第二階層は、頂点に位置するマシンと同相なアーキテクチ

ャを持つなど最先端研究の基盤として計算科学技術の研究全般への資源提供を志向

するシステムに加え、トップに位置するシステムとは異なるアーキテクチャを有するが一

定規模以上の研究コミュニティを支えるシステムや、将来の計算科学技術の振興につ

ながるチャレンジングなシステムなど、それぞれの特徴をもつシステム群から構成され

る。 

 

第二階層においては、頂点に立つシステムや既存のシステムでは賄いきれない多様

なユーザニーズに応えるシステムの開発と将来の計算科学技術の振興に向けたチャレ

ンジングなシステムの開発（※２）がともに重要であり、頂点のシステムに併せてこれらの

システムを整備するとともに、頂点のシステムと第二階層のシステムの連携によって、現
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在開発が進められているソフトウェア資産等を継続して活用することが必要であり、複数

機関の連携などによりさらなる強化を促進することも重要である。計算科学技術分野へ

の予算投入規模等の諸般の情勢を考慮すると、ここで述べたようなピラミッド構造におけ

るＨＰＣＩシステムによる計算資源提供環境強化が当面の最善の方法と考える。 

 

※１ 世界トップレベルの性能のシステム 

最先端の研究開発装置として、圧倒的な演算性能により様々な最先端の成果創

出を可能とする総合性能を有するシステムであり、利用者コミュニティや開発者コミュ

ニティの要望等を踏まえ、国が戦略的に定めるもの 

 

※２ 多様なユーザニーズに応えるシステムやチャレンジングなシステム 

計算資源の多様性確保等の観点から、頂点に立つシステムとは異なる特徴を有す

るものとして、利用者コミュニティや開発者コミュニティの要望等を踏まえ、国の戦略に

基づいて厳選されるシステム 

 

本報告では、今後の１０年間程度を見据えた今後の計算科学技術推進体制に関す

る考え方や我が国の計算科学技術を先導する次期システムのあり方として、ＨＰＣＩシス

テムの充実によってピラミッド型の計算資源構造の維持、拡充を図り、産業利用も含め

た計算科学技術振興の裾野を拡げるべきであることを改めて強調したい。また、その頂

点に圧倒的な性能を有する最先端システムを置くことによって、より多くの利用者に安定

的な高度シミュレーション環境を提供し、計算科学技術における様々な成果を先導する

べきと考える。 

 

当然のことながら、ピラミッド型の計算資源構造を利用の観点から維持・発展させるた

めには、各階層の計算資源を維持・管理する機関の不断の努力と全体としての継続的

なＨＰＣＩシステムの充実がともに重要であり、国は、ＨＰＣＩシステムの構築とその運営につ

いて利用者視点からの取組みを継続していくべきである。 

 

 

２．システムを開発、設置、運用する拠点のあり方 

 

（１）頂点に立つシステムを担う拠点 

拠点には、①世界トップレベルの性能を有するシステム開発のために、計算科学と計

算機科学の密接な連携のもと、必要な計算機技術開発を着実に進める能力と人的体

制、②設置・運用のために、電力確保や設置スペースといった外的要件の提供、高い

信頼性に基づく高度なシステムの安定的な維持・運用能力の保持、③運用拠点として、
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スーパーコンピューティングに関する研究機能や分野連携、人材育成や人材交流への

取組、アプリケーション開発支援といった環境構築の提供といった要件を実現する能力

と体制を有することが求められる。 

 

開発は設置・運用の拠点と同一の機関が担当し、我が国の計算科学技術の中核とし

ての機能を担っていくことが望ましいと考えるが、効率性などを考慮し、必要に応じて、設

置・運用拠点を中核とし、関係機関の協力を得る体制の構築も選択肢として考える。 

 

このような拠点については、開発・設置・運用主体が限られることから、国が戦略に基

づいて決定し、システムの開発・設置・運用や必要に応じて拠点機能の充実のため、相

当の規模の国費投入を行うべきである。また、我が国の計算科学技術に関するコミュニ

ティであるＨＰＣＩコンソーシアムは、国の決定にあたり、拠点が示すシステム構成や想定

する拠点機能の内容を確認する。 

 

（２）第二階層において、システムを開発、設置、運用する拠点 

第二階層において、頂点に立つシステムでは賄いきれない多様なユーザニーズに応

えるシステムや、将来の計算科学技術の振興に向けたチャレンジングなシステムを担う

拠点には、頂点に立つシステムの拠点との相互補完関係を意識し、かつ、開発するシス

テムのアーキテクチャや利用環境に様々な形態や機能が期待される現状を踏まえ、開

発とその設置・運用の双方の機能を備えることが必要と考える。 

 

これらの拠点には、頂点に立つシステムや第二階層として整備されるシステムとの相

互補完の観点から、それぞれが自律的かつ特徴的な存在意義を持つことが期待されて

おり、その範囲内において、頂点に立つシステムの拠点に類する能力と体制を有する機

関がこれらの拠点を担当するものと考える。 

 

これらの拠点については、国が、我が国の計算科学技術に関するコミュニティであるＨ

ＰＣＩコンソーシアムの意見を踏まえ、国が戦略的に定めたシステム要件等を基に、競争

原理を働かせることにより開発・設置・運用主体を選定し、適切な規模の国費投入を行

うべきである。 

 

なお、これらの拠点を運営する機関や法人においては、機関や法人本来の活動を基

本とした拠点機能が発揮されていることから、それらの自由度や独自性を尊重すべきと

考える。 
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（３）既存機関の連携等による拠点 

大学の情報基盤センターの積極的な連携などにより、稼働期間中の頂点に立つシス

テムの性能を凌駕するシステムが整備され，これが広く利用に供される形態となる可能

性もある。このようなケースにおいては、国は、システム運用に関する必要な支援を講じ

ることが重要である。 

 

（４）合意形成 

拠点としての責務を果たす機関は、計算科学技術推進における重要な役割を担って

いくことになるので、その活動に関して広範な計算科学技術分野のコミュニティからの理

解を得ることが必要であり、例えば、ＨＰＣＩコンソーシアムにおける合意形成を得ることに

積極的に取り組むことが求められる。 

 

 

３． 将来の計算資源提供体制 

 

我が国の主要な計算資源をネットワークで結び、多様なユーザニーズに応える計算

科学技術の振興基盤として構築されたＨＰＣＩシステムは、平成２４年９月末から運用を

開始したところである。 

 

我が国の計算科学技術の一層の振興を図るためには、各拠点の積極的な取組みや

既存機関による大規模システムの運用等により、ＨＰＣＩシステムの計算資源量や計算

資源（ネットワークや大規模ストレージ、大容量データのプリポスト処理を担う計算資源な

どを含む）の多様性を継続的に拡充していくことが必須であり、これにより、利用分野や

利用者のさらなる拡大が可能になると考える。 

 

将来は様々な計算資源提供機関における固有のミッションの相違による隘路を打開

するため、国を交えて制度面での検討を進めることで、各計算資源提供機関の自由度

や独立性も考慮しつつ、機関連携を積極的に進める。また、既存の計算資源提供機関

の枠組みにとらわれないシステムの設置・運用体制構築を進めることにより、多くの利用

者に、潤沢かつ多様な計算資源を提供し、利用に供せるよう持続的な環境を整備すべ

きものと考える。 

 

このような環境を整備するためには、具体的な姿を想定しながら進めていく必要があり、

コミュニティの協力を得つつ、引き続き取組方法の検討を進めるべきであり、国において

も、機関間連携等の促進に必要な施策を講じていくことが重要と考える。 
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４． 頂点に立つ次期システム 

 

（１）開発の必要性、意義 

「京」の利用によりさまざまな科学技術的ブレークスルーが成されつつあること、またサ

イエンスロードマップなどからエクサフロップス級の計算能力による多数の飛躍的な科学

技術成果が期待されていることから、「京」の性能を大幅に上回るシステムが、世界をリ

ードする科学技術成果を創出する最先端の研究開発装置として必要となることは明ら

かである。 またこれに加えて、今後１０年程度の期間にわたって我が国の計算科学技

術を先導し、さらに将来の計算科学技術関連分野を牽引するために、以下に示すよう

な高性能計算の先駆的なハードウェア・ソフトウェアの技術を具現化するプラットフォーム

として、このような超高性能システムを我が国において開発することが不可欠である。 

 

すなわち大規模化・複雑化するアーキテクチャに対応するアプリケーションソフトウェア

の開発技術とそれを支援するシステムソフトウェア技術、ＣＰＵを含む計算機システムの

ハードウェアやＯＳなどの基盤的システムソフトウェアの要素技術、システムの信頼性を

担保・強化する運用技術は、将来の計算科学技術の発展の牽引、利用者の利便性の

一層の向上、また新たなシミュレーション分野の確立といった裾野拡充の観点から、我

が国において自立的・継続的に保有すべき技術である。またこれらの技術、特にソフトウ

ェア技術の多くは、我が国での保有・利用に留まってはならず、海外との連携開発も適

宜実施しつつ、国際的な標準利用・標準形成に向けてイニシアチブを発揮することが重

要である。 

 

また、計算科学技術による成果の社会還元については、次期システム利用による直

接的な成果創出だけに捉われず、計算科学の先端的な技術・知識・経験を広く普及さ

せることが将来的な産業競争力向上に繋がることを認識すべきであり、そのような観点

から産業利用や産学官連携プロジェクトの推進を考えるべきである。 

 

（２）システムの規模、性能 

平成２４年に本格稼動を開始した「京」の優位性が相対的に低下すること、また更新

間隔をなるべく短くすること、具体的には最長でも６年程度とすることが望ましいため、頂

点に立つ次期システムをできるだけ早期に開発・稼動させるべきであり、開発スケジュー

ルの面で可能であれば平成２９年度の、また遅くとも平成３０年度の稼働開始を目指す

べきである。 

 

システムの規模と性能については、国が我が国の計算科学の発展・振興に関する長

11



 

8 

 

期的なグランドデザインの議論を深めていく中で、すでに提示されている２種類の中長期

的ロードマップ、すなわちシステム開発の第一目的である科学技術成果に関するものと、

システム開発を支えるハードウェア・ソフトウェア技術に関するものの双方をより精緻なも

のとしながら、次期システム開発・稼動後の展開も視野に入れて設定すべきである。さら

に、システムを開発する側では、グランドデザインとロードマップの精緻化の議論を踏まえ

つつシステムの達成目標とその評価指標を示し、システムの規模・性能を具体化すべ

きである。 

 

基本的なシステム性能指標となる浮動小数点演算速度については、今後の技術トレ

ンドを勘案すると平成２９～３０年度の時点での達成は容易ではないものの、エクサフロッ

プスを目指すべきである。ただしこれは単にピーク性能の追求を意味するものではなく、

科学技術成果に関する中長期的ロードマップから導かれるものでなければならない。 

 

システム構成とアーキテクチャの選定、特に広い範囲のアプリケーションをカバーする

単一のシステムとするか、それぞれ一定の範囲のアプリに適合する複数のシステムとす

るかについて、コミュニティの意見は必ずしも一致していない。しかし世界トップレベルの

システムを同時期に複数開発することは困難であるため、単一システムを選択すること

はほぼ必然であり、そのシステムが広範囲のアプリケーションに対して高い性能を発揮す

ることを求めることも当然である。ただし、このようなシステムへの適合性が低いアプリケ

ーションに対しても、それらに強く適合する第二階層システムを重点的に開発・整備する、

適合性の強いメカニズムを次期システムに部分的に取り入れるなど、全体として多様な

アプリケーションに対応する方策を検討すべきである。 

 

また次期システムのアーキテクチャや上記のような多様なアプリケーションへの対応

策は、中長期的ロードマップに沿った総合的な判断基準に基づき慎重に検討すべきで

ある。具体的には、特性が異なるさまざまなアプリケーションの電力あたりの実効性能を

基本としつつ、稼動初期に得られる科学技術成果とその実現コスト、開発および利用に

よって得られるハードウェア・ソフトウェア技術の継続性や波及効果、世界的な HPC の技

術トレンド、1/10 スケールレベルへの技術展開、次期システムに続く高性能計算資源

の開発・整備計画の観点などからの、総合的な判断が求められる。 

 

なお、コモディティベースのシステム調達により、「京」と同等以上の性能を有するシス

テムの設置・整備計画が国内外で今後２～３年の内に進展するものと予想される。これ

らのシステム、特に国内のシステムをターゲットとして開発・改良されるアプリケーションに

は、次期システムをもターゲットとしうるものが多いと予想されるため、どのようなシステム

が設置・整備されるかの動向にも注意を払うべきである。 
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（３）技術開発要素 

開発すべきハードウェア要素技術（プロセッサ、メモリ階層、ネットワーク、ストレージな

ど）については、技術的優位性（絶対性能、性能電力比）や開発・製造コストのみならず、

システムソフトウェアやアプリケーションソフトウェアの開発量・コストと開発着手が可能な

時期、さらには国産技術の推進や将来的な発展性なども判断基準としつつ、それぞれ

について明確な目標を定め、選択と集中の意識を強く持って開発対象を設定することが

重要である。特に、コミュニティからは国産プロセッサ開発を期待する声が数多く寄せら

れているが、その多くは同時に開発・製造コストに見合う性能を求めていることに留意す

べきである。また国産開発の重要なメリットとして、詳細な技術情報やソフトウェア開発・

評価環境が早期に得られることが挙げられるが、このメリットが真に生かされるような開

発管理体制が求められることにも留意すべきである。 

 

さらに、ハードウェア要素技術が次期システムにのみ使われるのではなく、利用目的

や規模が異なる他のシステムにも展開可能となり、技術投資をいろいろな角度から回収

できるように、開発項目の設定とともに展開方法についても併せて検討することが必要で

ある。また開発においてアプリケーションを理解することは当然であるが、単に特定のコー

ドの性能決定要因や実行過程を調べるだけでなく、解くべき問題やその解法・アルゴリズ

ムの本質、さらにはソフトウェア生産性などコードを形成しているさまざまな要因に至るま

で、深い理解をもって設計・実装を行うことが必要である。 

 

ハードウェアとシステムソフトウェア、アプリケーションソフトウェアが三位一体で取り組む

べき技術項目としては、Byte/FLOP値（メモリバンド幅と演算性能の比）の低下、ハードウ

ェア故障率の増加、および性能電力比の相対的な低下（向上率が性能価格比の向上

を下回る傾向）に対応する技術が特に重要である。 

 

Byte/FLOP 値の低下は、チップ内の CPU・演算器の高並列化に伴い避けがたいもの

であり、低下を抑えるためのアーキテクチャ新技術の導入とともに、コンパイラ等のシステ

ムソフトウェアでの補償や、アプリケーションレベルでの要求メモリバンド幅を抑えたアルゴ

リズム開発など、ソフトウェア側からのアプローチが今後の重要なテーマである。 耐故障

および省電力については、ハードウェアとＯＳなどのシステムソフトウェアが協調して取り組

む必要があることはもちろん、アプリケーションレベルでの対応を可能とするためにコンパ

イラやライブラリを含むソフトウェアスタック全体で問題解決にあたる必要がある。 

 

アプリケーションプログラミングについては、既存のアプリケーションに対するアーキテク

チャの進化・変遷の影響を最小限に留めるコンパイラ技術とともに、進化・変遷に対して
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頑健なアプリケーションの開発技術やその支援技術、ハードウェアの飛躍的な並列性増

加に対応するアルゴリズムレベルでの並列度拡張とその実装技術が重要である。特に、

アーキテクチャに応じて最適化された数値計算や並列化のためのライブラリは重要であ

り、アプリケーション中の性能に直結する部分をライブラリに委ねたコーディングを容易化

するためのライブラリ拡充やアプリ開発フレームワークの構築が必要である。 

 

またこれらのシステムソフトウェアの開発は、システム開発の一環として行うべきであり、

開発テーマや開発主体の設定を早期に実施すべきである。さらにハードウェア要素技術

と同様あるいはそれ以上に、アプリケーションに関する深い理解・洞察に基づいて開発を

実施すべきである。 

 

 

５．今後の検討課題 

コミュニティの意見集約をさらに進める当面の課題として、 

① 将来の計算資源提供体制に関しては、大学の情報基盤センターなどの役割や機能

の見直しを含め、機関連携による既存の計算資源提供機関の枠組みにとらわれな

いシステムの設置・運用体制構築のあり方に関する制度面での検討、提案があり、

中間報告（平成２５年５月末）までに検討を開始する体制を整え、最終報告（平成２

５年度中）までに提案 

② 頂点に立つ次期システム等に関しては、拠点機関が示すハードウェア、システムソフ

トウェア、アプリケーションソフトウェアの開発に関する将来計画を踏まえ、システムの

構成や拠点機能の内容確認があり、中間報告までに検討を開始する体制を整え、

６月中に実施 

③ 第二階層を構成するシステム等に関しては、拠点としての責務を果たそうとする機

関が示すハードウェア、システムソフトウェア、アプリケーションソフトウェアの開発に関

する将来計画、国が戦略的に定めたシステム要件や関係機関がまとめる今後１０年

間のシステム設置計画等を踏まえ、開発・設置・運用するシステムの構成や拠点機

能の内容確認があり、中間報告までに検討を開始する体制を整え、頂点に立つ次

期システムの開発状況を踏まえながら実施する必要がある。 

 

その他、検討を要する課題として、 

④ 計算資源の利用促進策に関しては、頂点に立つシステムを含むＨＰＣＩシステムの明

確な利用目的を想定したアプリケーション開発やアプリケーション利用支援について

の検討、提案があり、中間報告までに検討を開始する体制を整え、検討状況に応じ

て、中間報告、最終報告において言及する必要がある。 

⑤ また、産業利用・振興策等に関する取組みのあり方、計算資源の利用促進にとどま
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らず計算科学技術全体の振興において重要な役割を担う計算機科学と計算科学

の双方に精通したアプリケーション開発・維持に関する人材や計算アルゴリズムの開

発などソフトウェア関係の開発を担う人材の育成方策、それらの人材のキャリアパス

構築策などの検討、提案が重要な検討課題である。これらの検討にあたっては、検

討対象を精査しつつ、具体的な提案となるよう中長期の検討を要するものと考えて

おり、中間報告までに、検討対象の精査と検討を開始する体制を整え、検討状況に

応じて最終報告において言及していくものと考える。 
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参考資料 

 

○審議等の経過 

 

【第１回社員総会】 平成２４年６月６日 

［審議事項］平成２４年度事業計画 

・ 「我が国全体の計算機資源の有効活用と整備の在り方の基本方針などを含め

た将来のスーパーコンピューティングの検討」を明記 

 

【第７回理事会】 平成２４年７月２３日 

［議案］事業計画について 

・ 「将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討業務の進め方」

を了承 

 

【ＨＰＣＩコンソーシアム会員に対する連絡】 平成２４年９月３日 

・ 「ＨＰＣＩコンソーシアムとしての将来のスーパーコンピューティングに関する意見

集約について」担当理事を中心に活動を開始する旨、理事長からコンソーシア

ム会員全員に対して連絡 

 

【ＨＰＣＩコンソーシアム会員に対する連絡】 平成２４年１０月１６日 

・ 「HPCI コンソーシアムとしての将来のスーパーコンピューティングの体制に関す

る意見集約について」担当理事を中心に活動を開始する旨、理事長からコンソ

ーシアム会員全員に対して連絡 

 

【第８回理事会】 平成２４年１０月２９日 

［報告］計算科学技術の振興に関わる意見集約と活動報告 

・ 人材育成に関する調査検討業務の進め方を検討 

［報告］将来のスーパーコンピューティングに関わる意見集約報告 

・ 将来のスーパーコンピューティング及び将来の体制に関する調査検討業務に

ついて進捗状況を報告 

 

【文部科学省・今後のＨＰＣＩ計画推進のあり方に関する検討ワーキンググループ（第８

回）】 平成２４年１０月３１日 

・ 理事長からＨＰＣＩコンソーシアムにおいて将来のスーパーコンピューティングのあ

り方について検討している旨発言 
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【文部科学省・今後のＨＰＣＩ計画推進のあり方に関する検討ワーキンググループ（第１０

回）】 平成２４年１２月６日 

・ 理事長からＨＰＣＩコンソーシアムにおける将来のスーパーコンピューティングのあ

り方に関するコミュニティ側の意見集約の状況について発言 

 

【第９回理事会】 平成２５年１月２１日 

［報告］将来のスーパーコンピューティングのあり方に関する提言 

・ AICS WG 中間報告案の検討状況を紹介いただき意見交換 

 

【ＨＰＣＩコンソーシアム及びＡＩＣＳ ＷＧ共催意見交換会】 平成２５年２月７日（木）  

・ 将来のスーパーコンピューティングに関する中間報告案について 

 

【第１０回理事会】 平成２５年２月１３日 

［議案］将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言-中間報告案-を決

定 

 

【第２回社員総会（臨時）】 平成２５年３月４日 

［審議事項］将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言-中間報告案-

を決定 

 

【文部科学省・今後のＨＰＣＩ計画推進のあり方に関する検討ワーキンググループ（第１３

回）】 平成２５年３月１１日 （予定） 

・ 理事長から、ＨＰＣＩコンソーシアムが纏めた「将来のスーパーコンピューティング

のあり方についての提言－中間報告案－」について報告 

 

 

○文部科学省委託業務「ＨＰＣＩの運営」の「今後の運営の在り方に関する調査検討」を

行うためのＷＧの検討項目と構成員について（理化学研究所計算科学研究機構の

資料に一部追記） 

 

① 将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討ＷＧ（平成２４年

８月２４日設置） 

 検討項目：NFS の必要性、整備すべきシステム像、開発すべき要素技術、

アプリケーション開発等 

 

 委員構成 
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主査 中島 浩 京都大学学術情報メディアセンター長 （一般社団法人 HPCI

コンソーシアム理事） 

 大西 慶治 独立行政法人理化学研究所計算科学研究機構  

複雑現象統一的解法研究チーム リサーチアソシエイト 

※平成 24 年 11 月より北海道大学大学院工学研究院機械

宇宙工学部門から所属が変更となりました。 

 川島 直輝 東京大学物性研究所 教授 

 高木 亮治 独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 

准教授  

 朴 泰祐 筑波大学大学院システム情報工学研究科 教授  

 堀 宗朗 東京大学地震研究所災害科学系研究部門 教授  

 南 一生 独立行政法人理化学研究所計算科学研究機構 

運用技術部門ソフトウェア技術チーム チームヘッド  

 米澤 明憲 独立行政法人理化学研究所計算科学研究機構  

副機構長（一般社団法人 HPCI コンソーシアム理事） 

 

② 将来のスーパーコンピューティングの体制の在り方に関する調査検討ＷＧ（平

成２４年１０月１６日設置） 

 検討項目：計算科学技術推進体制について、我が国の計算科学技術推

進体制の全体像、ＨＰＣＩシステム構築におけるコミュニティの合意形成のあ

り方、ＮＦＳの開発・設置・運用主体等 

 

 委員構成 

主査 藤井 孝藏 独立行政法人宇宙航空開発機構宇宙科学研究所副所長 

教授（一般社団法人 HPCI コンソーシアム副理事長） 

 青柳 睦 九州大学情報基盤研究開発センター長 教授 

 石川 裕 東京大学情報基盤センター長 情報理工学研究科 教授（一

般社団法人 HPCI コンソーシアム理事） 

 木寺 詔紀 横浜市立大学生体超分子システム科学専攻 教授 

 沢田 龍作 トヨタ自動車（株）エンジンプロジェクト推進部 

 常行 真司 東京大学大学院理学系研究科 教授（一般社団法人 HPCI コ

ンソーシアム理事） 

 米澤 明憲 独立行政法人理化学研究所計算科学研究機構 

副機構長（一般社団法人 HPCI コンソーシアム理事） 
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○同WGの審議経過 

 

【将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討ＷＧ】 

第１回：平成２４年８月２８日(火)   

(1) 今後の進め方について 

(2) その他 

 

第２回：平成２４年１０月１５日(月)   

(1) 今後の進め方について 

(2) その他 

 

第３回：平成２４年１１月２０日(火)   

(1) 意見交換会（第１ラウンド）の報告について 

(2) 今後の進め方について 

(3) その他 

 

第４回：平成２５年１月１７日（木） 

(1) 将来のスーパーコンピューティングに関する調査検討についての中間報告案に

ついて 

(2) その他 

 

【将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討ＷＧ・意見交換会】 

（第１ラウンド） 

将来のスーパーコンピュータの技術開発、利用、運用等について、アンケート調査

に基づき、様々なコミュニティとの意見交換を実施 

 

平成２４年９月１４日(金) 戦略分野４を中心とした自動車空力コンソーシアムと

の意見交換 

 

平成２４年９月１８日(火) 戦略分野２を中心とした日本物理学会参加者との意見交

換 

 

平成２４年９月１８日(火) ＨＰＣＩシステムへの計算資源提供機関との意見交換：  

 

平成２４年９月１９日(水) 「将来の HPCI システムのあり方の調査研究」におけるアプリケ

ーション分野担当機関との意見交換会 
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平成２４年１０月１日(月) 戦略分野３を中心とした都市・構造グループとの意見交換

会 

 

平成２４年１０月２２日(月) 戦略分野５運営委員会との意見交換会 

 

平成２４年１０月２５日(木) 戦略分野１運営委員会との意見交換 

 

 

（第２ラウンド） 

ナショナルフラッグシップシステムの必要性等について、パネルディスカッションなどに

より、様々なコミュニティとの意見交換を実施 

 

平成２４年１１月２９日(木) 戦略分野１全体ワークショップ参加者との意見交換会 

 

平成２４年１２月３日(月) 戦略分野２を中心とした CMSI 研究会参加者との意見交

換会 

 

平成２４年１２月７日(金) 戦略分野４を中心とした次世代ものづくりシンポジウム参

加者との意見交換会 

 

平成２４年１２月１５日(土) 戦略分野５を中心とした QUCS参加者との意見交換会  

 

平成２４年１２月２３日(日) 戦略分野５を中心とした理論天文学宇宙物理学懇談会

シンポジウム参加者との意見交換会  

 

平成２４年１２月２７日(木)  「将来の HPCI システムのあり方の調査研究」におけるシス

テム担当機関との意見交換会  

 

 

【将来のスーパーコンピューティングの体制の在り方に関する調査検討ＷＧ】 

 

第１回：平成２４年１０月２６日(金)   

(1) ワーキンググループの設置・運営について 

(2) 今後の進め方について 

(3) その他 
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第２回：平成２４年１１月２８日(水)   

(1) 検討課題及び調査検討の進め方について 

(2) 将来のスーパーコンピューティングの体制の在り方について 

(3) その他 

 

第３回：平成２５年１月１５日（火） 

(1) 我が国の計算科学技術推進体制等の検討に関するアンケート結果について 

(2) 将来のスーパーコンピューティングに関する中間報告案について 

(3) その他 

 

【将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討ＷＧ及び将来のスーパ

ーコンピューティングの体制の在り方に関する調査検討ＷＧ合同ＷＧ】 

 

平成２５年２月４日（月） 

(1) 将来のスーパーコンピューティングに関する中間報告案について 

(2) 両ＷＧの今後の活動について 

(3) その他 

 

以 上 
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別紙 3 

 

ヘルプ

デスク 

18% 高度化

支援 

7% 

講習会 

51% 

その他 

24% 

利用者からの意見・要望について 

 

１．利用支援関連 

(1)概要 

進捗状況報告書に記述された利用者からの意見・要望の内、利用支援に関するものを整理した。 

＜件数一覧＞ 

要望 45件（32課題）   

コメント 16件（14課題）   

合計 61件（46課題）   

 

※要望については、「ヘルプデスク」、「高度化支援」、 

「講習会」に関するものと「その他」に分類した。 

分類毎の要望件数の割合は右のグラフを参照。 

 

(2)主な要望事項・コメント 

利用支援業務の一元的窓口機能を果たすヘルプデスクについては、その対応に感謝する声（的確、

迅速、親切/親身、期待、満足等）が多く寄せられた。その例を以下に示す。 

 大変親切にアドバイス頂いております。特に最初使い方を理解するまでのサポートはあり

がたかったです。このような親切かつ迅速なサポートはこれまであまり体験したことが無

い程でした。HPCIの趣旨が反映されていることを実感いたしました。 

 

以下に分類毎の主な要望を示す。 

特に 2件以上要望があったものを抽出し、列挙した。 

(ア) ヘルプデスクに関する内容（全 8件） 

① ヘルプデスクの顔を見せてほしい（返信メールに記名。Skype等の TV会議活用）（3件） 

② 同じ課題 IDや質問 IDには同じ人が対応する仕組みがほしい（2件） 

(イ) 高度化支援に関する内容（全 3件） 

① どこまでのサポートが可能なのかが不明（3件） 

(ウ) 講習会に関する内容（全 23件） 

① 個別テーマの講習会希望（「京」特有のチューニング方法(SIMD化、Tofu等)、「京」固有

アプリケーション(Phase,可視化ソフト等)、共用ストレージ、ステージング方法等）（9件） 

② 東京（関東地区）開催希望（6件） 

③ 講習会の追加開催希望（スパコン活用事例、成果事例、ケーススタディ情報、動作確認プ

ログラム、システム利用上のノウハウ等）（4件） 

④ 講習会に不参加または不要（2件） 

(エ) その他（全 11件） 

① 事例紹介の要望（4件） 

② 利用者同士やヘルプデスクとの情報交換の場（掲示板、FAQ等）設置の要望（3件） 
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別紙 3 

 

運用 

改善 

40% 

機能性

能改善 

30% 

利用環

境整備 

13% 

その他 

17% 

２．「京」のシステム運用関連 

(1)概要 

進捗状況報告書に記述された利用者からの意見・要望の内、「京」のシステム運用関係に関するも

のを整理した。 

＜件数一覧＞ 

要望 87件（62課題）   

コメント 5件 （5課題）   

合計 92件（67課題）   

※要望については、「運用改善」、「機能性能改善」、 

「利用環境整備」に関するものと「その他」に分類した。 

分類毎の要望件数の割合は右のグラフを参照。 

 

(2)主な要望事項 

以下に分類毎の主な要望を示す。 

特に 2件以上要望があったものを抽出し、列挙した。 

(ア) 運用改善に関する内容（全 35件） 

 ジョブ実行時間の上限値（24時間制限）の緩和（7件） 

 リソースグループの見直し（少数ノード・短時間ジョブの優先化、大規模ジョブの優先化

等）とジョブスケジューリングの改善（効率化、スケジューリング時間の短縮）（7件） 

 デバッグ用・テスト用ジョブキューの設置（6件） 

 ログインノードからの gfarm利用（連携強化）（2件） 

 ステージングファイル数の上限、ステージイン・ステージアウトの時間制限の緩和（2件） 

(イ) 機能性能改善に関する内容（全 26件） 

 ステージングの改善（イン/アウトの自動化、ステージング時間の見積）（5件） 

 システム提供ライブラリ(BLAS,LAPACK,FFTW,SuperLU,ParMetis等)の高速化（3件） 

 ジョブ開始・終了時のメール通知（3件） 

 k_accounjコマンドの機能改善（時間単位表示、消化率の計算方法改善等）（3件） 

 コンパイラの改善（コンパイル環境整備（gnu/intel コンパイラとの互換性を踏まえたラ

イブラリ整備等）、コンパイラの最適化性能改善等）（3件） 

(ウ) 利用環境整備に関する内容（全 11件） 

 マニュアルの拡充、維持改訂、品質向上（4件） 

 利用者向け通知の充実（英文での通知、使用状況/運用情報の通知先追加）（3件） 

 ヘルプデスク問い合わせ内容、対応状況等の公開（2件） 

(エ) その他（全 15件） 

 計算資源割当て希望（「京」の資源割当て、計算資源追加等）（5件） 

 障害調査依頼と障害情報の早期開示（3件） 

 持ち込みサーバ室の設置スペース拡張（2件） 

 参加者の追加削除（アカウント発行までの時間短縮等）（2件） 
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別紙 3 

 

運用改善 

57% 利用環境

整備 

13% 

その他 

30% 

３．「京」以外のシステム運用関連 

 

(1)概要 

進捗状況報告書に記述された利用者からの意見・要望の内、「京」以外のシステム運用に関するもの

を整理した。 

＜件数一覧＞ 

要望 23件（18課題）   

コメント 3件 （3課題）   

合計 26件（21課題）   

 

※要望については、「運用改善」、「利用環境整備」 

に関するものと「その他」に分類した。 

分類毎の要望件数の割合は右のグラフを参照。 

 

(2)主な要望事項 

以下に分類毎の主な要望を示す。 

特に 2件以上要望があったものを抽出し、列挙した。 

(ア) 運用改善に関する内容（全 13件） 

 認証基盤への要望（プロキシ証明書の有効期限延長（現状最大 7日間）、SSHTermの利便

性改善、ログイン方式改善（認証の層が厚い）、利用環境の安定化、HPCI電子証明書のダ

ウンロード機能の提供等）（7件） 

 ログインノードからの gfarm利用（連携強化、性能改善）（2件） 

(イ) 利用環境整備に関する内容（全 3件） 

 マニュアルの拡充（3件） 

(ウ) その他（全 7件） 

 

以上 
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平成24年度「京」を中核とするHPCIシステム利⽤研究課題 中間報告会 プログラム案

１．⽇時：2013年3⽉14⽇(⽊) 〜 15⽇(⾦)
２．場所：イイノカンファレンスセンター（東京都千代⽥区内幸町2-1-1）
３．参加費：無料（定員200名）

ルームＡ

9:30 - 10:00 受付

10:00 - 10:20 開会 ～開会の挨拶・来賓挨拶～

10:00 - 10:05
開会の挨拶
関 昌弘（一般財団法人高度情報科学技術研究機構 理事長）

10:05 - 10:10
ご来賓挨拶
下間 康行（文部科学省 研究振興局 情報課長）

10:10 - 10:15
ご来賓挨拶
宇川 彰（一般社団法人HPCIコンソーシアム 理事長）

10:15 - 10:20
ご来賓挨拶
青山 伸（独立行政法人理化学研究所計算科学研究機構 副機構長）

10:20 - 12:00
Session１：HPCI戦略プログラム利用枠課題（５分野）
            ～これまでの成果と今後の展望～

10:20 - 10:40 戦略分野１
10:40 - 11:00 戦略分野２
11:00 - 11:20 戦略分野３
11:20 - 11:40 戦略分野５
11:40 - 12:00 戦略分野４

12:00 - 12:20 第1回「京」利用研究課題 追加募集説明会(20分)

＜昼食(60分)＞

13:20 - 14:50
Session２：「京」を除くHPCIシステム利用研究課題
             ～中間報告(６課題)～

13:20 - 13:35
ソフト分子集団系における物質分配・輸送機能の解析(hp120093)
松林 伸幸（京都大学 化学研究所）

13:35 - 13:50
レプリカ交換法によるタンパク質の立体構造予測(hp120258)
榮 慶丈（名古屋大学・大学院理学研究科／分子科学研究所）

13:50 - 14:05
マウス細胞分化の大規模トランスクリプトーム解析(hp120225)
松田 秀雄（大阪大学・大学院情報科学研究科）

14:05 - 14:20
HPCI共用ストレージ・JLDG連携 HPCI共有ストレージ利用(共有
型)(hp120108)
吉江 友照（筑波大学・計算科学研究センター）

14:20 - 14:35
外部放射線治療用の水吸収線量標準および電離箱線量計の補正係数
導出(hp120020)
清水 森人（独立行政法人産業技術総合研究所計測標準研究部門）

14:35 - 14:50
アカデミッククラウドを活用した大規模流体関連シミュレーション
のためのHPCIロジスティックスの構築と実証(hp120042)
大島 伸行（北海道大学工学研究院）

＜休憩(20分)＞

15:10 - 16:55
Session３：「京」一般・若手人材育成・産業利用研究課題
            ～中間報告(７課題：バイオ・ライフ分野)～

15:10 - 15:25
大規模古典分子動力学における遠距離相互作用計算手法(hp120068)
大野 洋介（理化学研究所 生命システム研究センター(QBiC)）

15:25 - 15:40
昆虫嗅覚系全脳シミュレーション(hp120263)
加沢 知毅（東京大学先端科学技術研究センター）

15:40 - 15:55
新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築(hp120048)
奥野 恭史（京都大学大学院 薬学研究科）

15:55 - 16:10
生体高分子生化学的機能解析のための分子計算技術の開発
(hp120019)
中村 春木（大阪大学蛋白質研究所・蛋白質情報解析研究室）

16:10 - 16:25
大規模タンパク質間ネットワーク推定に関する研究(hp120131)
松崎 由理（東京工業大学大学院 情報理工学研究科 計算工学専攻）

16:25 - 16:40
最小自由エネルギー経路探索法による多剤排出トランスポーターの
薬剤排出機構の解明(hp120027)
松永 康佑（理化学研究所・計算科学研究機構）

16:40 - 16:55
LipA等有用酵素の産業利用を目指した反応機構の解明と改変
(hp120033)
阿部 幸浩（東洋紡株式会社）

＜休憩(20分)＞

17:15 - 18:30
Session４：「京」一般・若手人材育成・産業利用研究課題
～中間報告(５課題：数理科学・工学・ものづくり・原子力分野)～

17:15 - 17:30
ポストペタスケールへむけたアプリケーションとアルゴリズムの統
合的研究開発(hp120115)
中村 宜文（理化学研究所 計算科学研究機構）

17:30 - 17:45
光格子中における冷却中性原子気体の量子ダイナミクス:時間依存密
度行列繰り込み群法による解析(hp120246)
曽田 繁利（理研計算科学研究機構・量子系物質科学研究チーム）

ルームＢ

１
日
目
 
３
月
１
４
日

(

木

)

調整中

発表者確認中

R13 2013/2/25        
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17:45 - 18:00
磁気プラズマセイル宇宙機開発のための３次元プラズマ粒子シミュ
レーションによる推力特性の解明(hp120084)
芦田 康将（京都大学生存圏研究所）

18:00 - 18:15
高強度レーザーを使った新しい高出力ガンマ線源の提案(hp120037)
中村 龍史（日本原子力研究開発機構　量子ビーム応用研究部門）

18:15 - 18:30
核融合プラズマの乱流輸送シミュレーション(hp120011)
井戸村 泰宏（日本原子力研究開発機構 システム計算科学セン
ター）

19:00 - 20:00

ルームＡ

9:00 - 9:30 受付

9:30 - 10:45
Session５：「京」一般・若手人材育成・産業利用研究課題
            ～中間報告(５課題：物質・材料・化学分野)～

9:30 - 9:45
超大規模固有値計算の階層型並列アルゴリズムとその高性能実装技
術の開発(hp120170)
櫻井 鉄也（筑波大学システム情報系）

9:45 - 10:00

高強度THzレーザーによる超高速光スイッチ実現に向けた数値実験
(hp120065)
乙部 智仁（(独)日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究部
門）

10:00 - 10:15
ナノ構造体における光誘起電子ダイナミクスと光・電子機能性量子
デバイスの理論設計(hp120035)
信定 克幸（分子科学研究所 理論・計算分子科学研究領域）

10:15 - 10:30
第一原理計算によるLi電池SEI形成に果たす添加剤の機能解析
(hp120181)
奥野 幸洋（富士フイルム(株) 解析技術センター）

10:30 - 10:45

密度行列繰り込み群法による二次元三角格子ハバード模型の解析
(hp120137)
白川 知功（理化学研究所 計算科学研究機構 量子系物質科学研究
チーム、理研基幹）

＜休憩(20分)＞

11:05 - 12:20
Session６：「京」一般・若手人材育成・産業利用研究課題
            ～中間報告(５課題：物質・材料・化学分野)～

11:05 - 11:20
大規模第一原理電子状態計算手法の開発とシリコンおよび炭素ナノ
物質への応用(hp120245)
岩田 潤一（東京大学大学院工学系研究科）

11:20 - 11:35
オリビンリン酸鉄におけるLiイオンの活性化エネルギー評価
(hp120191)
世木 隆（(株)コベルコ科研）

11:35 - 11:50
粗視化分子動力学法を用いたゴムの大規模シミュレーション
(hp120032)
坂牧　隆司（住友ゴム工業株式会社）

11:50 - 12:05
第一原理電子状態計算法を用いた高温超伝導の機構解明(hp120043)
三澤 貴宏（東京大学工学系研究科物理工学専攻）

12:05 - 12:20
高性能蓄電デバイス開発へ向けた理論的基盤研究(hp120146)
大谷 実（産業技術総合研究所・ナノシステム研究部門）

12:20 - 12:30 講評 （課題審査委員会・小柳委員長）

12:30 - 13:30 ＜昼食(60分)＞
Session７：
ポスターセッション

13:30 - 13:40 閉会 ～閉会の挨拶～

13:40 - 14:00 第2回「京」利用研究課題 追加募集説明会(20分)

ルームＡ

14:10 - 15:30

懇親会(60分)

「京」の運用・利用に関する意見交換会
（コーディネータ：筑波大・佐藤三久先生）

２
日
目
 
３
月
１
５
日
（

金
）

ポスター展示

ルームＢ(B3)

ルームＢ

R13 2013/2/25        
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第１回社員総会後の HPCI コンソーシアムの主な活動 

 

○ 文部科学省への提言 

1. 平成２４年６月１５日 「平成２５年度ＨＰＣＩシステムの整備と運用の方針につい

て」 

※ 現状のシステム構成、運用方針を基本とし、運用上必要な改善にも対応できる

ようにすること等を提言。 

 

○ ＨＰＣＩ運営企画・調整業務への協力（理事、会員が委員として参加） 

1. 将来のスーパーコンピューティングの在り方に関する調査検討ワーキンググル

ープ 

第１回：平成２４年８月２８日 

第２回：平成２４年１０月１５日 

第３回：平成２４年１１月２０日 

第４回：平成２５年１月１７日 

2. 将来のスーパーコンピューティングの体制の在り方に関する調査検討ワーキン

ググループ 

第１回：平成２４年１０月２６日 

第２回：平成２４年１１月２８日 

第３回：平成２５年１月１５日 

3. 1. 2. の合同ワーキンググループ 

平成２５年２月４日 

4. 1. 2. のワーキンググループと HPCI コンソーシアムの意見交換会 

平成２５年２月７日 

 

○ HPCI 技術企画・調整業務への協力（理事、会員が協力） 

1. 平成２５年１月９日 HPCI へ資源提供（共通運用）を行う場合の技術基準につ

いて決定 

 

○ 共催・後援・協賛・推薦事業 

1. 【共催】平成２４年６月２４日 「京コンピュータ・シンポジウム ２０１２」（主催：独

立行政法人理化学研究所、ほか） 

2. 【推薦】平成２５年１月２８日 「スーパーコンピュータ『京』の開発、ならびに共

用」（第４２回日本産業技術大賞：日刊工業新聞社） 
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3. 【協賛】平成２５年２月２日 「第８回戦略的高性能計算システム開発に関する

ワークショップ」（主催：東北大学サイバーサイエンスセンター、ほか） 

4. 【共催】平成２５年２月７日 「将来のスーパーコンピューティングのあり方に関す

る意見交換会」（共催：独立行政法人理化学研究所計算科学研究機構） 

5. 【共催】平成２５年３月１２～１３日 「第 17 回 Workshop on Sustained 

Simulation Performance」 （主催：東北大学サイバーサイエンスセンター、ほ

か） 

6. 【協賛】平成２５年３月１４～１５日 「平成２４年度『京』を中核とするＨＰＣＩシス

テム利用研究課題中間報告会」 （主催：一般財団法人高度情報科学技術

研究機構） 

7. 【協賛】平成２５年３月１８～１９日 「第 1 回戦略的高性能計算システム開発

に関する国際ワークショップ」 （主催：東北大学サイバーサイエンスセンター、

ほか） 

 

○ 理事会 

第６回（６月１５日） 於：独立行政法人理化学研究所 計算科学研究機構 

・ 第1回社員総会で決議された事業計画に基づく「平成２５年度ＨＰＣＩシステムの

整備と運用の方針について」の提言内容の決定、ほか 

第７回（７月２３日）  於：独立行政法人理化学研究所 東京連絡事務所 

・ 会費の徴収及び予算執行に係る規則の制定、ほか 

第８回（１０月２９日） 於：独立行政法人理化学研究所 東京連絡事務所 

・ 会員拡充策に関する検討、ほか 

第９回（１月２１日） 於：独立行政法人理化学研究所 東京連絡事務所 

・ 各理事からの第３四半期の事業報告、ほか 

第１０回（２月１３日） 於：独立行政法人理化学研究所 東京連絡事務所 

・ 「将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言－中間報告案－」

の理事会案の決定 

以 上 
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会員の交替手続きについて 

 ３月となり、各加盟機関におかれましては、所長等交替があると思われます。申込者を

変更される場合は以下の交替に関する届け出書類の提出をお願いします。定款上は記載事

項変更後４週間以内に届け出ることとなっています。５月初めの第 11 回理事会で交替の承

認の手続きを行いますので、お早めに提出ください。 

 正会員用とアソシエイト会員用がございます。また、書式は当法人のホームページにも

掲載しておりますので、ご利用ください。 

http://www.hpci-c.jp/admission/applicationform.html 
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一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアム正会員申込者変更用紙 

 

一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアム 

理 事 長 殿 

 

                     機関名 

 

      氏 名            印(私印) 

 

 このたび、入会申込書に記載した事項について変更を生じましたので、定款第７条第２

項の規定により届け出ます。 
 

記 
 

申込者氏名（変更前）：                
 

申込者氏名（変更後）：                
 

申込者が代表している機関名：                   
 
 機関の種別：□ユーザーコミュニティ代表機関 □HPCI システム構成機関 
 

以 上 
 

※本書式には、ユーザーコミュニティ代表機関または HPCI システム構成機関が発信した、

申込者（変更後）が当法人に対する当該機関代表として選任された者であることを公的に

示す書類（様式任意）を添付してください。 
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一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアムアソシエイト会員申込者変更用紙 

 

一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアム 

理 事 長 殿 

 

                     機関名 

 

      氏 名            印(私印) 

 

 このたび、入会申込書に記載した事項について変更を生じましたので、定款第７条第２

項の規定により届け出ます。 
 

記 
 

申込者氏名（変更前）：                
 

申込者氏名（変更後）：                
 

申込者が代表している機関名：                   
 

以 上 
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